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大区画圃場における稲作省力低 コス ト化の現状 と課題

(農試経営部)

1  背 景 とね らい

近年北上川中下流域を中心に大区画圃場整備が進み、その営農体系の確立が急務 となっている。そ

のため大型高性能機械化体系の実証展示を目的として、平成 5年 度か ら7年 度にかけ、石鳥谷町新堀

地区を対象に大区画圃場の1 5 h a試験団地を設置 し、 「いわて純情米大型技術体系確立実験事業」を実

施 した。本参考事項は本事業における生産費 ・労働時間および作業体系と地域営農の実態や農業者意

識を調査分析 して、1大産画団場圃場整備地区の水稲の省力低コス ト化の現状を把握 し、残 された課題

を明 らかに したので、普及指導上の参考に供するものである。               ‐

2  技 術の内容             |

( 1 )大 区画圃場における生産費 ・労働時間
生産費は整備前に比べて l h a当たりで80 %、生産物60 k g当たりで85～9 6 %に、また、労働時間は 1

h a当たりで17～3 4 %に減少している。

経営類型別作業体系 と生産費 ・労働時間

類 型

項  目

大規模水稲

受託経営

中規模複合経営 小規模 複合経 営 大 区画化以前

(平成 3年 度 )

稲栽培面積

業体系

合作 目

1 5ha

( うち借 地 4  h a 、

作業受託 1  0 h a )

llウスと
°
|マン 58a

2 ha

(大区画の機械作

業 は全て委託 )

黒毛和種 繁殖 2 0頭

ユ

(大区画の機械作

業は全て委託)
ワイ化リンコ

｀
1925ha

ha 2 ha

(小型機械体系 )

黒毛和種 繁殖 15頭

h a当り全生産費

うち料金賃借料

うち機械施 設費

1 , 3 3 9 , 2 9 2 円( 8 0 % )

150,880

430,388

1 , 3 8 0 , 1 5 6 円( 8 3 % )

419,800

198,348

1 , 3 5 6 , 0 7 7 円( 8 1 % )

419,800

218,968

1 , 6 6 4 , 7 7 9 円( 1 0 0 )

2 8 , 0 0 0

5 5 2 , 5 5 2

O k g当り全生産費

うち料金賃借料

内機械施 設費

1 4 , 0 9 8 円( 8 5 % )

1,588

4,530

1 5 , 3 3 5 円( 9 2 % )

4,664

2,204

1 5 , 9 5 4 円( 9 6 % )

4 ) 9 3 9

2 , 5 7 6

1 6 , 6 4 8 円( 1 0 0 )

280

5,526

h a当り労働 時間 112時 間(26%) 1 4 5 時 間 ( 3 4 % ) 72時 間(17%) 4 2 7時 間 ( 1 0 0 )

( 2 )受 委託における損益分岐点での稼働 目標面積

生産費調査より受委託の活用で省力低コス ト化を実現できることがわかつたとそこで受託担い手の

経営 自立を目的として、補助金圧縮を行わずに主要作業について町標準作業料金で損益分岐点を算出

した。それによると損益分岐点は、耕起 1 3 h a、代か き1 l h a、国植え及び収穫は1 8 h aであった。

水稲受託作業の損益分岐点稼働面積

作業 名

目

耕 起

5 0 P Sトラクター 十

1.9冊ロータリー

代 か き

50PSトラクター 十

3,4m代か きロータ

田植 え

8条 乗用 田植機

収 穫

自脱式 5条 刈

ク
｀
レインタンク付 き

固定費総額 455,309円 456,593円 771,412円 2,424,732Fl

h a当り変動費 8,510円 9,790円 10,670円 23,980円

h a当り町標準作業料金

益分岐点機械稼働面積

43,000Fl

13.2ha

5 2 , 0 0 0 F l

1 0 , 8 h a

5 3 , 0 0 0 円

18.2ha

1 6 0 , 0 0 0 円

1 7 . 9 h a

項

年

１

損

―
―
月
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( 3 )集 落における営農意向の変化   ||         ■ ■

農作業受委託で省力低コス ト化を実現できた。その推進には集落内の需要を把握する必要があ り、

過去及び現在の農業機械 の保有動向や受委託に対する意識の現状 と将来意向をアンケー トなどで調査

分析 した。

集落内の主要農業機械数は減少 し高性能化の傾向にある。更新は高齢化 と兼業の深化の影響を受け、

規模拡大希望者に限 られ、ここ数年で機械数 自体はさらに減少する見込みである。  ‐   ‐ |

大区画化を契機 に委託が急速に増えているが、受託者は限 られている。将来意向では農地貸借や全

作業委託が増え るものの、受託者は増加 しない。農地貸借や作業委託にっぃて不明 とするものも半数
前 後いるが(こ れまで通 り部分作業委託を続ける力|、全作業委託か農地貸情 まで進むか送 ?て いる。

委託先 としては集落内の担い手を希望するものが多 く、このため集落営農組織が調整主体 とな り、
若手担い手の定着を推進 し、構成員の営農参加を促進することが必要になっている。 ‐  !

査;彗劣留宮安特異盆た告縁腎累議地区↓ま非農
乞を宣構寺を

｀
全5をよ竺養語官きを稼萱査畳夕樫稼

ヽ
集落の合意形成 と調整機 能、外部機 関 との窓 日機創

を 目的に、農地 と農作業 に関す る利用調整体制 を整備 し、機械施 設整備 や集落営農 の方向付 けを行 つ

てい る。そ こでの課題 は次の ように整理 され る。

固定 的費用 [低減の方 向] 具体的方策   | ‐

農用地利用の集積 と調整

圃場基盤整備の実施
(大区画化、農道や用排水路の整備

集落農業生産組織の育成強化

(既存組獄の点検活性化 )‐

受託担い手 ・集団の育成

集団りT夕
―`の育虜 (集軍, T夕

・―研修)

集落単位での機械施設を適正導入
(導入指針の作成)    |

集落内外の1機械労働力i不可用調整体制
オペ レT夕 Tの 技量向土

藍聾蟹肇縁警‐頻醤居等々?宰『向||
農家営農 モデル の作成 ‐    1

集落複合経営の推進体制 の確 立

高収益作 物の導入定着    |  |
水稲生産費低減の方向と具体的方策 (注 :強調文字は実施地区の重点課題)

3  指 導上の留意事項

損益分岐点の算出にあたつて|ま補助金圧縮 を行わなかったが、実際の機械施設の整備の場合は低利
融資などを活用 して負担軽減を図つている。

4 当 該事項にかかる試験研究課題     |
水稲 (A )と 3二 5 - 1 - ( 4 )大 区画圃場における大型技術体系確立試験

5 参 考来ば
'資料                               !

( 1 )「 大区画圃場における稲作営農の手引き (暫定版)」 (平成 4年 度)  農 政部
(2 )平 成 5年 度指導上の参考事項 「大区画圃場における農業機械の選定 と農作業経費算シミュレ|シラ」

‐ 1 1  !     ‐  |   (農 試経営部) |■  i
「大区画圃場整備地区における地域輪作の導入効果J〈 同上)
,シミュレーション手法による国場作業量と鼻担面積の推定」 (同上)
「集落土地利用調整紅合 方式 によ る集 団的土地本J用あ T方 策 に

「大規模稲作経営の技術 問題 とコス ト低減方策 」 (同上 )
「規模 拡大 に対応 した高性能機械 の利用 と経済生」 (同上 )

賃借料料金水利費等

( 3 )平 成 5年度指導上の参考事項
(4) i平成 4年 度指導上の参考事項
(5) :平成 4年 度指導上あ参考事項

ついて」  (同 上)

( 6 )昭 和 6 3年度指導上の参考事項

( 7 )昭 和 6 2年度指導上の参考事項

―

―

農機具 費 ・建物費 生産単位拡大

適正規模 導入

復合経営推進

高性能機械 化

資 本  利  子 固定的費用低 減

流動的費用
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